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『東北地方の外国人住民のための「くらしの方言集」』 
作成に向けた語彙・文法事項の使用実態調査
斎藤 敬太
1. はじめに
日本国内には、2016 年 6 月現在で 2,307,388 人の外国人が居住している1）が、少子高齢
化社会が進む中、今後ますます外国人住民が増加すると見られる。特に、経済連携協定
（EPA）によりインドネシアやフィリピンなどから介護福祉士や看護師を目指して日本に
やって来るようになり、今後は介護福祉士や看護師を必要とする老年層の多い地方での外国
人が増えていくと予想される。そのような地域の一つとして挙げられるのが東北地方であ
る。2011 年の東日本大震災により、一時約 6,000 人の外国人住民が東北地方を去ったが、
2013 年以降は増加を続け、2016 年 6 月現在では震災前の数を上回った（図 1）。
標準語を学習していれば日本では問題なく生活が可能だと思われがちであるが、東北地方
のように年代を問わず方言話者が比較的多く存在する地域では、外国人住民のような日本語
を母語としない人々にとって、日本語母語話者以上に方言理解が問題となってくる。そこに
は、方言の持つ独特な語彙・音声・文法などの様々な要因が存在する2）。特に就労を目的と
している人々に対しては、くらしの中で聞く方言について収集して提示することで、最低限
必要な方言理解に資することが求められる。
これまでの外国人と方言に関する研究としては伴（1985）、ロング（1992）、後藤他（2010）、
吉里他（2013）、山下（2014）、後藤（2015）などが挙げられるが、外国人留学生を対象と
図 1 東北地方の在留外国人数の推移
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したもの（伴 1985、ロング 1992、後藤他 2010、吉里他 2013、後藤 2015）や、方言使用
を目的としたもの（吉里他 2013、山下 2014）、また、特定の場面に対象が限定されたもの
（山下 2014）などであった。
主に就労を目的とする外国人住民は留学生と異なり方言学習に費やす時間は多くない。そ
れにもかかわらず、留学生よりも地元住民と触れ合う場面が多く、当然方言に触れる場面も
多い。方言は外国人住民自身が使用しなくても、地元住民の使用する方言を理解さえすれば
コミュニケーションは可能となる。彼らに最低限必要な方言理解を支援するツールの重要性
はここにある。
そこで筆者は、主に東北地方の日本人住民を対象として実施した「方言使用調査」、「方言
使用調査」の結果をもとに東北地方の外国人住民に対して実施した「方言理解調査」、この
2 つの調査結果をもとに、図 2 のような CD 付き小冊子『東北地方の外国人住民のための
「くらしの方言集」』（標準語・英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・インドネシア語によ
る解説付き）を作成し（斎藤 2017）、東北各県・各市町村の国際交流協会に設置していただ
き、外国人住民や地域日本語ボランティア教師を主な対象として配布していただいている。
また、方言集のウェブサイト（ http://saitokeita.web.fc2.com/hougenshu ）では、方言集
の PDF 版のダウンロードや、方言集の例文の多言語訳の閲覧などが可能になっている。
本稿では、上記調査のうち、東北出身者あるいは東北在住の他地方出身者（以下「東北在
住者」）から、「使う方言」や「聞いたことがある方言」について聞くことで、日本語を母語
としない人（外国人住民）が普段の生活の中で耳にする可能性の高い方言を収集することを
目的とした「方言使用調査」について考察する。
図 2 『東北地方の外国人住民のための「くらしの方言集」』
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2. 研究方法
本稿では東北各地でくらす外国人にとってどのような方言を耳にする可能性が高いか、実
態調査の結果を踏まえて検討する。
調査のため、まずは東北諸方言の辞典、東北諸方言に関する書籍やホームページ（秋田県
教育委員会編 2000、江端他編 1998、久米田 2007、児玉 1974、篠崎・東京女子大学篠崎ゼ
ミ 2011、平山他編 2003、日高 2011、龍川・佐藤 1983 など）、また筆者の内省などから予
め調査用の方言リストを作成した（図 3）。筆者が用意したリストには青森県・岩手県・宮
城県・秋田県・山形県・福島県（以下「東北 6 県」）の全域・あるいはいずれかの地域で用
いられるとされる 240 の方言項目（219 の方言語彙および 21 の文法事項）を掲載した。
このリストを東北 6 県の出身者や在住者に提示し、使用状況を調査した。
方言リストを用いた面接調査、電話調査、あるいは質問紙調査によってインフォーマント
に方言を確認してもらい、リストの方言について「使う」「使わないが聞く」「聞いたことも
ない」のいずれかを判断してもらった。面接調査の場合はまずはリストに記入をしてもら
い、その後共にリストを見ながら再確認をしてもらった。電話調査の場合は、予めメールで
リストを送って調査中に共に見ながら確認する場合と、発表者がリストを見て方言を読み上
げ、インフォーマントに判断をしてもらう場合があった。面接調査および電話調査の実施が
難しいインフォーマントについては、フェイスシートと方言リストを合わせて配付し、質問
紙調査の形式をとることにし、後日回収した。
図 3 方言リストの一部
判定 表現 ※使う／聞く語形 標準語 コメント
35 あるって（例：駅まであるってく） 歩いて
36 あんじゃら（あじゃら） みっともない
37 あんべわり 具合が悪い、病気だ
38 いいあんべ ちょうどいい、心地いい
39 いきなり（例：いきなりうまい！） とても
40 いたましい もったいない
41 うがえ 多い
42 うすらかすらする ぶらぶらする、うろうろする
43 うだで（例：うだでぐなった） 気持ちが悪い
44 うっつぁし うるさい
45 うらからする ぶらぶらする、うろうろする
46 うるかす 水に浸ける
47 えがらもがら よろよろ
48 えずい（いずい） 目のごみがごろごろする、違和感がある、居心地が悪い
49 えっつに（いっつぬぃ） とっくに
50 えづめ ゆりかご（藁などで編んだもの）
51 えんつこ ゆりかご
52 おが たくさん
53 おがる 生長する
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なお、方言については当初 240 であったが、インフォーマントからリストに掲載されて
いないが「使う」あるいは「聞く」語形について提示された場合に随時追加していったた
め、最終的にその数は 305 にまで増加した。
インフォーマントは 10 代～90 代の東北出身者及び東北在住者計 23 名である。
また、インフォーマントの各県別の内訳は以下の通りである。括弧内は、県内の地域別の
内訳を示しているが、これは筆者の方言区分によるものである（後述）。なお、宮城県のイ
ンフォーマント 5 名については、岩手県出身者 2 名、山形県出身者 1 名を含んでおり、そ
の 3 名には出身地と在住地（あるいは在住していた地域）の方言について調査したため、
重複していることを予め断っておく。
青森県…1 名（津軽 1）
岩手県…4 名（南部 1、伊達 2、気仙 1）
宮城県…5 名（仙台 5）
秋田県…3 名（秋田 2、鹿角 1）
山形県…3 名（村山 2、置賜 1）
福島県…10 名（会津 8、中通り 1、浜通り 1）
また、秋田県に 30 年以上在住しているポルトガル語母語話者 1 名と、宮城県に 20 年以
上在住している韓国語母語話者 1 名にも同様のリストを用いた調査を実施した。両者はも
ともと留学生として来日したのち日本に定住しており、日本語の読み書きに堪能である。長
年住む彼らにこの調査を実施することで、東北出身者や東北在住者が「使う」「聞く」とす
る方言を外国人住民が実際に聞き、覚えているのかを確認する。
なお、本稿における「外国人住民」という用語の定義であるが、外国籍の住民に限らず、
帰化した者等も含めて「日本語を母語としない住民」という意味で用いる。
3. 方言区分
本稿では、以下のように東北方言を区分している（図 4）。
青森県…津軽方言（青森県西部）、南部方言（青森県東部）
岩手県…南部方言（岩手県中部～北部、青森県の南部方言と同じ）、伊達方言（岩手県
南部）、気仙方言（岩手県南東部）
宮城県…仙台方言
秋田県…秋田方言、鹿角方言（秋田県北東部）
山形県…村山方言（山形県中部）、置賜方言（山形県南部）、最上方言（山形県北部）、
庄内方言（山形県西部）
福島県…会津方言（福島県西部）、中通り方言（福島県中部）、浜通り方言（福島県東部）
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東北方言の範囲についてはその注目する点によって様々であるが（日本方言研究会編
1964、加藤 1969）、本稿は東北方言の厳密な区分を目的としているわけではないため、本
稿では東北 6 県をその地理的な範囲として定め、各地の小方言の違いを配慮しながら、か
つ方言集に掲載する際に、その対象である外国人住民や日本人住民が見てもわかりやすい程
度にこのような 14 区分にした。
しかしながら、山形県の最上方言及び庄内方言については方言集作成までに調査ができ
ず、方言集には収録されていない。本稿では調査データに加えることが出来なかったが、そ
れらについては方言集作成後に調査する機会を得たので、稿を改めて紹介したい。
4. 東北地方全域で広く用いられていたもの
次に調査結果を示す。まずは東北 6 県全域で広く「使う」あるいは「聞く」と回答され
た項目である。以下に並べる。方言のあとに「 」内に代表的な標準語訳を示す。
・～がね？「～かない？」
・～こ「名詞のあとに付ける指小辞」
・あんべわり「具合が悪い」
・いたましい「もったいない」
・うるかす（うるがす）「（米や豆などを）水に
浸ける」
・きかねー「気が強い、言うことを聞かない」
・け「食べろ、くれ、かゆい」
・この！「怒った時に言うことば」
・しじゃかぶ（ひざかぶ、ひじゃかぶ、へじゃ
かぶ）「膝」
・しゃっこい（しゃっけ、ひゃっこい、ひゃっ
け）「冷たい」
・すっぱね（しっぱね）「泥はね」
・せつね（へずね）「つらい」
・たがぐ（たなぐ）「持つ、持ち上げる」
・ちゃっちゃと「さっさと、早く」
・でかす「完成させる、終わらせる」
・なげる「捨てる」
・なにしたの？「どうしたの？」
図 4 東北方言の区分図（筆者による）
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・なんも「どうってことない（お礼に対する返
事）」
・はかいく「はかどる」
・ばんかた「夕方」
・ばんげ「夜」
・まなぐ「目」
・みったぐね「みっともない、憎たらしい」
・めぐせ（みぐせ）「みっともない」
・めごい（めんこい）「かわいい」
・やっこい「やわらかい」
・んだ「はい、そうだ」
・んにゃ「いや」
次は、6 県ではないものの、5 県というほとんどの県で使用が確認されたものを記す。
・～す「～です（丁寧）」
・～はー「～（だ）よ（強調）」
・おがる「成長する、大きくなる」
・おずけ「味噌汁」
・おばんです「こんばんは」
・がおった「疲れた」
・こわい（こえー）「疲れた」
・ぞうさね（じょさね）「どうってことない」
・ちょす「触る」
・つっかけ「サンダル」
・なんでかんで「どうしても」
・のたばる（ぬたばる、のったばる）「横になる」
・はかはか「どきどき、はらはら」
・ばっち（ばっちこ、ばっつ、ばっつこ）「末っ子」
・はめる「仲間に入れる」
・ひとめわり「みっともない、はずかしい」
・ひまだれ「時間の無駄」
・ほろぐ（ほろく、ほろう）「払い落とす」
・まぜる「仲間に入れる」
・むつける「すねる、いじける」
・やむ「病気になる、痛む」
・やんだおら（おらやんだ）「嫌だ」
・んだから「そうでしょう（同意）」
これらは、東北地方全域、あるいはほとんどの地域で使用されることから、外国人住民に
とっては普段の生活で耳にする可能性が高いと考えられる。このような方言は、方言理解支
援ツールに掲載する方言を考える際にまず優先的に掲載を検討する必要のあるものであると
言える。
5. 意味の地域差
しかしながら、共通の語が東北全域で使われているとはいえ、注意しなければならない。
例えば、「うるかす（うるがす）」の全域共通の意味は「（米や豆などの乾燥した物を）水に
浸ける（そして一定時間放置しておく）」というものであり、「米うるかしとく」のように用
いる。ところが、宮城県や福島県においては「水に浸ける」対象が広くなり「食後の食器等
に（汚れが落としやすくなるように）水を張る」という意味にも用いられ、「茶碗うるかせ
よ」のように言うことができるようになった。また、秋田県においては「一定時間放置して
おく」という意味から「話を保留にする」という意味も持つようになり、「その話うるかし
とけ」のようにも使われるようになった。つまり、「うるかす（うるがす）」は地域によって
異なる意味拡張を起こしているということになる。これを図に示すと図 5 のようになる。
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また、岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県で使われる「ほろぐ（ほろく、ほろう）」
については、岩手・秋田・山形では「（雪などを）払い落す」という意味で用いられ「雪ほ
ろえ」のように使われるが、宮城・福島では専ら「（財布など）身に着けているものを落と
して失くす」という意味で用いられ、「財布ほろった」といった感じで用いられる。「体につ
いているものを落とす」という意味では共通しており、おそらく宮城や福島では元来「払い
落とす」意味で用いられていたものが、「落として失くす」意味にも拡張し、次第にその意
味だけで用いられるように意味推移を起こしていったと思われる（図 6）。
このように同一の語が地域によって異なる意味を持つという点に関しては、方言理解支援
ツール作成の際に意味の地域差を明示するなどで対応する必要がある。
図 5 うるかす（うるがす）の地域による意味拡張
図 6 ほろぐ（ほろく、ほろう）の意味推移
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6. 特定の地域で用いられていたもの
全域で用いられるものもあれば、当然特定の地域でのみ「使う」「聞く」とされたものも
多く存在した。以下に各県ごとに示す。県内で複数地域を調査した場合は各方言項目にどの
地域で用いられているかを示す。
青森県（津軽）
・～える「（状況・環境のために）～できる」
・～びょん「～だろうね」
・あぎた「顎」
・あさぐ「歩く」
・おたる「疲れる」
・かちゃぺね「しっかりしていない、壊れやす
い、軽率だ」
・かまりっこ「臭い、香り」
・けやぐ「友達」
・じゃんぼ「髪」
・たんげ…「すごく」
・なじき（なずき）「額」
・にやにやする「お腹や胃に違和感がある、お
腹や胃の調子が悪い」
・ぼのご「後頭部」
・まね「だめだ、いけない、（～しないと）い
けない」
・みんぱいくね「みっともない」
・もちょこちぇ「くすぐったい」
・よで「末っ子」
・よろた「太もも」
・わらはんど「子どもたち」
岩手県
・あじゃら「いい加減」…伊達
・うらからする「うろうろする」…南部
・おっけぁる「倒れる、ひっくりかえる、転ぶ」
…南部
・おんでぁもず「お金、代金」…南部
・おんでぁる「おいでになる」…南部
・がっぱり「たくさん」…南部
・きやきやする「腹部に違和感がある」…南部
・こちょびてぁ「くすぐったい」…南部
・ごろじる「ご覧になる」…気仙
・しゃりむり「むりやり」…南部
・ずっぱり「たくさん」…南部
・せっこぎ「骨惜しみ」…南部
・そざす「破く」…南部
・そばえる「甘える」…南部
・でんび「額」…南部
・まで「けち」…南部
・もごせぁ「見ていられない、かわいそうだ」
…南部
・わにる「人見知りする」…南部
・んだば「では」…伊達
宮城県
・おっぴさん「曾祖父（曾祖母）」
・おみょーにち「おやすみなさい、さようなら、
では明日」
・ジャス「ジャージ」
・ずごねる「だだをこねる」
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秋田県
・～ぎゃ？「～ですか？（疑い）」…秋田
・がりがり「むりやり」…秋田
・じゅっぷが「飽き飽き」…秋田
・とじぇね「さみしい」…鹿角、秋田
・とっくりがえす「ひっくり返す」…秋田
・どぶで「ずるい」…鹿角、秋田
・むったり「一心に、集中して」…鹿角、秋田
・もぞ「寝言」…秋田
・わっぱがにする「終わらせる」…秋田
山形県
・うがえ「多い」…村山
・おしょうしな「ありがとう」…村山、置賜
・さま「障子」…村山
・てしょずらすえ（てしょずらしい）「干渉さ
れてうるさい、手間がかかる」…村山、置賜
・はだす「始める」…村山
・ぶずぐす「壊す」…村山
福島県
・うすらかすらする「ぶらぶらする、うろうろ
する」…浜通り、会津
・うっつぁし（うっちゃし）「うるさい」…浜
通り、会津
・かせる「（漆などに）かぶれる」…会津
・かめこ（かめっこ）「すねる、いじける」…
会津
・かんかち「やけど」…浜通り
・ずだらながい「長い」…会津
・ずねー「大きい」…会津
・どじょなし「臆病者」…浜通り
・のぜる「吐きそうになる（オエッとなる）、
のどにつまる」…会津
・はなだんぼ「鼻にティッシュを詰めること」
…会津
・んだらば「では」…会津
以上が各県独自で「使う」あるいは「聞く」と回答されたものである。これらの方言につ
いては、東北全域で用いられているものとは異なる性質を持つ。特定の地域のみで用いられ
ているということは、ある意味「地域色」があるものとも言える。これらを方言支援ツール
に掲載する場合は、どの程度よく使われているか（回答数の多さや生活場面での使用頻度）
などを考慮したうえで、重要度の高そうなものを掲載する必要があると考える。
7. 外国人住民に対する調査
ここまでの結果は東北地方出身あるいは在住の日本人を対象にして行った調査の結果で
あった。本稿の目的は「日本語を母語としない人が普段の生活の中で耳にする可能性の高い
方言を収集すること」であるが、これまでの結果が果たして本当にこの目的に沿っているも
のなのかを検証する必要がある。
そこで、秋田県秋田市に 30 年以上在住するポルトガル語母語話者女性 1 名（以下 AB）
及び宮城県仙台市に 20 年以上在住する韓国語母語話者男性 1 名（以下 MK）に、上記と同
様の調査を実施した。なお、この調査はあくまでも「方言使用調査」の中に位置づけられる
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ものであり、外国人住民に対して行っているものの、先に述べた「方言理解調査」とは全く
異なる。
その結果 AB については 52 項目について「使う」「聞く」と回答し、MK は 26 項目を
「使う」「聞く」とした。これらの結果を秋田県及び宮城県の日本人の回答とそれぞれ比較し
てみたところ、AB の回答した 52 項目のうち 48 項目が秋田県秋田市の日本人が「使う」
「聞く」とした回答と一致、秋田県鹿角市の日本人の回答も含めると 52 項目中 51 項目が秋
田県の日本人が「使う」「聞く」と回答した方言と一致することになった。
同様に、MK 氏の回答した 26 項目についても、25 項目が宮城県仙台市の日本人が「使
う」「聞く」とした回答と一致した。このことから、日本語を母語としない外国人住民が今
回の調査で「使う」「聞く」としたものは、日本人も「使う」「聞く」と回答しており、これ
らの方言が実際に話され、外国人住民が耳にしているということが明らかとなった。この検
証により、本稿の調査の「日本語を母語としない人が普段の生活の中で耳にする可能性の高
い方言を収集すること」という目的に対する妥当性が一定程度証明できたと考える。
8. おわりに
本稿では、東北地方でくらす外国人住民が普段の生活で耳にしそうな方言を収集するた
め、日本人に対する方言使用実態の調査を行った。その結果、
1. 東北全域に広く用いられている方言が多く存在すること
2. 広く用いられていても地域によって意味が異なる場合もあること
3. 各地域のみで用いられている方言も存在すること
4. 外国人住民は日本人が「使う」「聞く」とした方言を実際に耳にしていること
が明らかとなった。
しかし、課題も残されている。前述の通り最上方言や庄内方言のデータを含めた再考察は
もちろんのこと、南部方言に関しても岩手県のインフォーマントのみであるため、果たして
青森県側でも同じと言っていいかといった疑問が残る。さらに、すでに述べた通り、調査地
域によってインフォーマント数が統一されていない。そのため、より実態に即した結果を出
すためには、今後の追加調査及びインフォーマント数の拡充などが必要であると考える。
註
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2 ） 斎藤（2015）pp.261−263
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